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侍
ジ
ャ
パ
ン
Ｗ
Ｂ
Ｃ
優
勝
！ 

連
日
の
熱

戦
に
テ
レ
ビ
に
釘
付
け
に
な
っ
た
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

そ
こ
で
思
い
出
さ
れ
る
の
は
十
四
年
前
、

イ
チ
ロ
ー
選
手
擁
す
る
日
本
チ
ー
ム
が
２
０

０
９
年
大
会
で
世
界
一
に
な
っ
た
と
き
の
こ

と
。
当
時
た
ま
た
ま
用
事
が
あ
り
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
と
タ
イ
に
出
か
け
て
い
ま
し
た
。 

 

成
田
の
出
発
ロ
ビ
ー
で
２
次
ラ
ウ
ン
ド
の

戦
い
が
放
映
さ
れ
て
い
る
の
を
横
目
に
、
野

球
が
盛
ん
で
な
い
東
南
ア
ジ
ア
な
ら
情
報
が

遮
断
さ
れ
、
帰
国
し
て
か
ら
結
果
を
知
る
こ

と
に
な
る
か
も
と
考
え
て
い
ま
し
た
。 

 

と
こ
ろ
が
滞
在
し
て
い
た
シ
ェ
ム
リ
ア
ッ

プ
の
ホ
テ
ル
で
何
気
な
く
テ
レ
ビ
を
つ
け
る

と
、
準
決
勝
の
ア
メ
リ
カ
戦
。
ま
さ
か
の
国

際
放
送
で
途
中
経
過
を
知
り
ま
し
た
。 

 

さ
ら
に
翌
日
、
視
察
で
訪
れ
た
バ
ン
コ
ク

の
病
院
、
日
本
人
向
け
病
棟
の
ロ
ビ
ー
で
テ

レ
ビ
の
前
に
人
だ
か
り
。
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
投

手
が
韓
国
相
手
の
決
勝
戦
で
投
げ
て
い
る
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
！ 

 

さ
ら
に
遡
る
こ
と
二
十
年
前
、
パ
キ
ス
タ

ン
の
ホ
テ
ル
で
大
相
撲
中
継
を
見
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
。
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
日
本
の
ス

ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス
、
世
界
の
狭
さ
を
感
じ
て

し
ま
う
の
で
す
。 

 
 

（
ふ
ね
し
ゅ
ー
） 

 

 

観
た
方
が
い
い
、
と
友
人
に
勧
め
ら
れ
て

早
数
年
。
よ
う
や
く
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク
ス
で

「
あ
の
こ
は
貴
族
」
を
観
ま
し
た
。
東
京
と

地
方
、
富
裕
層
と
貧
困
層
、
男
女
。
日
本
の

様
々
な
格
差
が
淡
々
と
描
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
で
味
わ
う
理
不
尽
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
。
二
人
の
女
性
が
、
産
ま
れ
育
っ
た
場

所
の
「
あ
た
り
前
」
を
ふ
り
ほ
ど
い
て
前
を

向
く
姿
勢
が
美
し
か
っ
た
で
す
。
勢
い
で
原

作
の
小
説
も
読
み
、
文
字
と
映
像
の
伝
え
る

情
報
の
質
量
の
違
い
を
味
わ
い
ま
し
た
。 

 

気
持
ち
に
勢
い
が
つ
き
、
映
画
館
ま
で
足

を
運
ん
で
観
た
の
は
「
プ
ラ
ン
７
５
」
で
す
。

こ
ち
ら
も
監
督
は
女
性
で
、
女
性
を
主
人
公

と
し
た
映
画
で
す
。
超
高
齢
化
社
会
の
ひ
ず

み
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
作
品
で
、
登

場
人
物
は
一
様
に
孤
独
で
寂
し
く
、
心
か
ら

の
笑
顔
も
な
く
、
途
中
か
ら
観
る
の
が
苦
し

く
な
り
ま
し
た
。
私
は
人
生
の
終
盤
を
ど
の

よ
う
な
気
持
ち
で
迎
え
た
い
の
か
、
震
え
な

が
ら
映
画
館
を
後
に
し
ま
し
た
。 

 

自
分
の
人
生
を
全
て
思
い
通
り
に
生
き
る

の
は
簡
単
で
は
な
い
か
も
知
れ
な
い
け
れ

ど
、
追
い
求
め
る
価
値
は
充
分
に
あ
り
ま
す
。

今
か
ら
で
も
よ
く
考
え
、
で
き
る
手
は
全
部

打
と
う
と
令
和
４
年
度
末
、
三
月
に
決
め
ま

し
た
。 

 
 
 
 
 

（
ご
っ
ち
ん
） 

検索 

Web: https://tabiiku.org 

たびえもん旅の思い出 

東南アジアで侍ジャパンの巻 

たびえもんの日常を旅して 

幸せに生きる覚悟の巻 

今月のなぞなぞ 

Ｑ．とある中米の国で、 

  荷物を開けたら中から大量の 

桑の葉が出てきたよ。びっくりだね。 

なぞなぞの答え 

Ａ．ニカラグア（荷から桑） 

治安があまり良くない国だけど、 

植民地時代のレオン・ビエホ遺跡など 

世界遺産の見どころもあるよ。 

東京都知事登録旅行業 

第３－６５２３号 

全国旅行業協会正会員 

株式会社たびえもん 

東京都練馬区練馬２丁目 29 ｰ 29 

旅行のお問い合わせはお気軽に！ 

Tel: 03-6914-8575 
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─────────────────────────────────── 

◇５月８日から水際対策終了へ！ 具体的な運用面は未確定… 

─────────────────────────────────── 

 

 コロナ５類移行に伴い、検疫法に基づく従来の水際措置は終了となります。 

その旨いくつかの主要メディアでも報じられるようになりました。ワクチンや陰性証明などの提示は不要になるも

のと思われます。 

 

 予想通りのことであり、世界の流れから考えれば遅すぎるとも言えますが、具体的な運用面の情報はまだ明らかに

なっていません。５月８日の午前０時以降の日本到着便から対象になるのか、さらには現行の Visit Japan Web の仕

組みはどうなるのか、などなど。続報が待たれます。 

 

 海外ではすでに 130か国以上が完全開国！ 

 コロナ関連の規制は撤廃されているところが多数になっています。 

 

●アジア／オセアニア方面 

 タイ、ベトナム、シンガポールなどの東南アジア諸国、オーストラリアなどオセアニア諸国の多くが、すでにワク

チン接種や陰性証明の条件を撤廃済み、韓国、台湾など東アジア諸国も観光客の入国受け入れを再開しています。 

 中国本土もついに観光ビザの発給を再開、フィリピン、インドネシアなど一部の国はワクチン接種証明の条件が残

っています。 

 

●ヨーロッパ／中東アフリカ方面 

 ヨーロッパの全ての国、トルコやアラブ首長国連邦など中東の大半の国も、コロナ関連の規制を撤廃しています。 

 ケニアなど一部の国はワクチン接種の条件を残しています。 

 

●アメリカ／中南米方面 

 カナダ、メキシコ、コスタリカといった北中米の国々のほか、ペルーやアルゼンチンなど南米大陸でもコロナ条件

を撤廃する国が増えています。 

 ただしアメリカはワクチン接種条件を残しています。日本がコロナを５類に下げるのと同様、アメリカも５月 11日

にコロナに関する非常事態宣言を解除する方針であり、今後の緩和が期待されます。 

 

☆海外旅行いつから行ける？ どこなら行ける？ 

 https://tabiiku.org/travel/interflight-after-coronavirus/ 

 

☆海外旅行の無料お見積依頼 

 https://tabiiku.org/ryoko/mitsumori/jform.php 

 

 

 

 

 

 



─────────────────────────────────── 

◇夏の人気プラン ＧＷ前の予約がおすすめ？ 

─────────────────────────────────── 

 

 夏休みの旅行のお問い合わせが増えています。 

 この春からフライト運航再開＆増便された路線も多く、一時期に比べて円安や燃油の高騰も一段落。あと１か月余

りでコロナの扱いが５類になると、かなり予約が取りづらくなることも想定されます。 

 夏の予約はＧＷ前がおすすめ。たびえもんが自信をもってご案内する夏の旅行プランの一部をご紹介します。 

 

★西へ東へ！アメリカ大横断 

 https://tabiiku.org/travel/america/northamerica02/ 

 日本のおよそ 25倍と広大なアメリカ。西海岸から東海岸へ、気の向くまま、好みの見どころをピックアップしなが

ら、大西洋を目指す大陸横断の旅。ツアーでいくもよし、レンタカーで巡るもよし。 

 

★南イタリアバカンス紀行 

 https://tabiiku.org/travel/europe/southern-italy/ 

 イタリア南部は夏がおすすめ！ 北部に比べてやや交通不便なエリアですが、車や鉄道を組み合わせて、効率よく

めぐります。地中海の絶景アマルフィ海岸、独特な形の民家が並ぶアルベロベッロ、まさにブラボーです。 

 

★欧亜の交差点トルコ大横断 

 https://tabiiku.org/travel/middleeast-africa/turkey01/ 

 ヨーロッパの雰囲気が感じられる地中海沿岸地方から、アジアが色濃くなる山岳地方へ至る道のりは、人々の表情

や装いも変化する現代のシルクロード。親日的な人々や美味しいトルコ料理との出会いも楽しみです。 

 

 

 


